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地域資源で雇用を創出する「実践型地域雇用創造事業」で 

平成 29 年度の第２次採択地域として、２地域を決定しました 
 
 
 

厚生労働省は、雇用機会の不足している地域が、それぞれの地域特性を活かし、創

意工夫を凝らして雇用を生み出す取組を支援する「実践型地域雇用創造事業」の平成

29 年度第２次採択地域として、２地域を決定しました。 

地域において効果的に雇用を創出するためには、産業構造や地理的要因といった特

性を踏まえて、対策を事業化することが必要です。 

厚生労働省では地域独自のこのような取組を支援するため、地方公共団体の産業振

興施策や各府省の地域再生関連施策などと連携して「実践型地域雇用創造事業」を、

平成 24 年度※から実施しています。地域の各主体で構成する雇用創造協議会が提案し

た雇用対策事業の中から、雇用と経済の活性化につながると認められるものをコンテ

スト形式で選び、実施を協議会に委託します。 

平成 29 年度の第２次募集は今年６月下旬から７月中旬にかけて行い、外部の有識者

を含む企画書評価委員会及び第三者委員会での審議を経て、以下の２地域を採択しま

した（各採択地域の事業概要は別添参照）。採択地域では、平成 29 年 12 月から事業

を開始する予定です。 

なお、平成 30 年度の第１次募集は、来年１月中旬頃に開始する予定です。 

【採択地域】地域の雇用創出目標数などの詳細は別添をご覧ください。 

1.愛知県田原市 

2.大分県豊後大野市 

 

※地域雇用創造推進事業（平成 19 年度～）と地域雇用創造実現事業（平成 20 年度～）を統合し、 

平成 24 年度から「実践型地域雇用創造事業」として実施しています。 

【別添１】採択地域の事業概要 

【別添２】実践型地域雇用創造事業の概要 
[参 考]「実践型地域雇用創造事業」ホームページ 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/chiiki-koyou/ 

平成 29年 10 月２日 

【照会先】 

職業安定局雇用開発部地域雇用対策課 

課  長   笠置 隆範(内線 5319) 

課長補佐   榎本 俊一(内線 5865) 

（代表電話)   03(5253)1111 

（直通電話） 03(3593)2580 



事業タイトル
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1 愛知県 田原市
たはらし 渥美半島暮らしを体感！大地の恵と海の恵、人を紡ぐ“観光地域づくり”

による雇用創出プロジェクト
３頁

2 大分県 豊後大野市
ぶんごおおのし

“ジオパークとエコパーク”認定地域の挑戦！
～眠っている宝を掘り起こす。眠っている情熱を呼び起こす～
地域が奮い立ち起業する「豊後大野を興す」雇用創造プロジェクト

４頁

（別添１）
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実践型地域雇用創造事業 平成２９年度採択地域（第２次募集）

渥美半島暮らしを体感！大地の恵と海の恵、人を紡ぐ“観光地域づくり”による雇用創出プロジェクト

【愛知県田原市】

【主な事業内容】

□ 雇用拡大メニュー（事業主向け）

・ 地域資源を活用した新商品開発セミナー

・ 観光事業参入セミナー 等

□ 人材育成メニュー（求職者向け）

・ 食品加工技術養成セミナー

・ 農商工観連携創業セミナー 等

□ 就職促進メニュー

・ 就職面接会 等

□ 雇用創出実践メニュー

・ ６次産業化による渥美半島の新しい商品開発事業

・ 渥美半島暮らしを体感する新しい体験型観光プログラム開発事業

人口：62,364人
（平成27年10月1日現在）

田原市は、愛知県の南部に位置し、北は風光明媚な三河湾、南は勇壮な太平洋、西は伊勢志摩を結ぶ伊勢湾

と三方を海に囲まれた渥美半島のほぼ全域が市域となっている。当該地域は農業算出額全国１位の農業を中心

に、漁業、観光業等が発展してきた。一方で、農漁業では担い手不足や高齢化で就業者が減少し、また、観光業

では通過型観光地となってしまっていることで経済効果が上がっているとは言い難い状況である。そこで、「農業

分野」、「漁業分野」、「観光分野」を重点分野に設定し、各重点分野が連携した観光地域づくりを担う人材育成を

目的とした「観光事業参入セミナー」、「農商工観連携創業セミナー」、地域資源を活用した「６次産業化による渥

美半島の新しい商品開発事業」、「渥美半島暮らしを体感する新しい体験型観光プログラム開発事業」等を実施し、

雇用機会の拡大を目指す。

・雇用創出者数：１３５人（３１年度までの累計）

・雇用創出実践メニューを実施するために雇い入れる地域求職者の数：６人

1

田原市

３

たはらし



“ジオパークとエコパーク”認定地域の挑戦！～眠っている宝を掘り起こす。眠っている情熱を呼び起こす～

地域が奮い立ち起業する「豊後大野を興す」雇用創造プロジェクト

【大分県豊後大野市】

【主な事業内容】

□ 雇用拡大メニュー（事業主向け）

・ 企業等農業経営セミナー

・ 集荷体制応援セミナー 等

□ 人材育成メニュー（求職者向け）

・ 林業に携わる人材育成セミナー

・ 観光人材育成セミナー 等

□ 就職促進メニュー

・ 合同企業面談会 等

□ 雇用創出実践メニュー

・ 地域ブランドの開発・構築事業

・ 豊後大野を巡る観光プログラム開発

人口：36,584人
（平成27年10月1日現在）

豊後大野市は、大分県の南西部、大野川の中・上流域に位置し、市の面積は県土の9.5％にあたる。約30余り

の大小の河川を集め別府湾に注ぐ大野川の豊かな水資源があり、県内屈指の畑作地帯で古くから農業を基幹産

業として発展してきた。さらに、近年は国内４か所しかない“ジオパークとユネスコエコパーク”の認定地域となって

いる。しかしながら、５年間で約６％の人口減少に加え、高齢化率は41.7％ということもあり、農林業では離農者数

が新規就農者数を上回る状況である。また、観光業では温泉や海といった観光資源に恵まれていないことで苦戦

を強いられている。それらを踏まえ、「農林業分野」、「ツーリズム開発分野」、「福祉・介護サービス分野」を重点分

野に設定し、「企業等農業経営セミナー」、「観光人材育成セミナー」、「地域ブランドの開発・構築事業」等を実施し、

雇用機会の拡大を目指す。

・雇用創出者数：１３０人（３１年度までの累計）

・雇用創出実践メニューを実施するために雇い入れる地域求職者の数：４人

豊後大野市

４

実践型地域雇用創造事業 平成２９年度採択地域（第２次募集）

ぶんごおおのし



厚生労働省

地域雇用創造協議会
（同意自発雇用創造地域）

外部有識者等都道府県

地域の経済団体市町村
（※１又は複数の市町村）

都道府県労働局

③委託①提案

その他の地域関係者

第三者委員会

②選抜

④実施

実施スキーム

同一地域における事業期間は３年度以内

１地域あたり各年度２億円（複数の市町村で実施する場合は２．５億円）を上限

実施期間

事業規模

対象地域 次の①、②のいずれかに該当する地域
① 最近３年間（平均）又は最近１年間の地域の有効求人倍率が全国平均（１を超える場合には１。０．６７未満である
場合には０．６７）以下であること

② 最近３年間又は１年間の有効求人倍率が１未満であって、最近5年間で人口が全国平均以上に減少していること

実践型地域雇用創造事業

地域の特性を活かした重点分野を設定のうえ、以下の雇用対策事業を実施

事業内容

新規創業、新分野への進出、魅力ある職場づくりなど地域における雇用機会の拡大
例：創業や事業拡大に必要な技術、ノウハウを提供する研修 等

①雇用拡大メニュー（事業主向け）

地域の人材ニーズ等を踏まえた地域求職者の能力開発や人材育成
例：スキルアップ研修、職場体験（地域内企業、求職者等のニーズ、シーズに合った就職等
に有益なもの） 等

②人材育成メニュー（求職者向け）

上記①②のメニューを利用した事業主・求職者などを対象に地域求職者の就職促進
例：求人情報の収集・提供、就職面接会の開催 等

③就職促進メニュー

地域の産業及び経済の活性化等に資する事業の実施による波及的な雇用機会の増大
例：地域ブランド商品の開発、販路拡大、観光誘客 等

④雇用創出実践メニュー

○ 雇用機会が不足している地域における自発的な雇用創造の取組を支援

○ 産業振興施策や地域再生関連施策等との連携の下に、地域が提案した雇用対策に係る事業構想の中から、「雇用創造効果が高いと認

められるもの」や「波及的に地域の雇用機会を増大させる効果が高く地域の産業及び経済の活性化等に資すると認められるもの」を選抜

≪概要≫

⑤評価

企画書評価委員会

別添２
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